
 

臭気対策事例について 

 
 
 建物の新築工事では、塗料、接着剤、樹脂製品など多種多様な化学物質を含む建設資材

が使用されるようになり、人への健康影響や環境への影響が懸念されています。 
 化学物質対策専門部会では、このような健康影響、環境汚染など化学物質に起因する諸

問題に対応するため、建設資材への化学物質使用実態の把握、化学物質管理や室内空気質

問題に関しての情報収集・整備・啓発などに取り組んでいます。 
 近年、建材に含有される化学物質による室内空気汚染問題（いわゆるシックハウス問題）

を背景に、室内空間の臭気に対する関心が高まっています。シックハウス問題に対しては、

行政による規制の強化などにより、指針値を超過している建物は減少しました。 
しかし、指針値非策定物質や化学反応による二次生成物質を要因とするものや、より安

全で快適な建築空間の要求などにより、臭気に関する相談事例は後を絶ちません。 
 建築空間の臭気の発生時期には、施工時から発生するもの、使用の段階で発生するもの

など様々で、またその発生源の特定に必要な調査方法も確立されていないのが現状です。

さらに、臭気の感じ方には個人差が大きく、客観的な評価が難しいため、臭気問題を解決

するのは容易ではありません。 
 そこで、建築空間における臭気に関する実態を把握することを目的として、専門部会参

加企業が保有している臭気対策に関する情報の共有化を行い、臭気対策事例として公開す

ることに致しました。 
 本事例集が、臭気問題への迅速な対応、原因究明、臭気問題発生の低減等に有効に活用

されることを期待しております。 
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臭気対策事例

材料 設備 運用 その他 ホテル 病院 店舗 事務所 学校 集会場 工場 住宅 複合 その他

1 ユニットバスカウンターからの樹脂臭 ○ ○

2 浴室タイル用接着剤の加水分解による異臭 ○ ○

3 ショッピングセンター・風除室の樹脂、有機溶剤の複合臭 ○ ○

4 事務所・床材のアルコール臭 ○ ○

5 事務所・エレベーターホールのアルコール臭 ○ ○

6 大学研究室・収納家具のスチレン臭 ○ ○

7 集合住宅洗面所引き戸の木材臭 ○ ○

8 個人住宅オーディオルーム内の臭気 ○ ○

9 集合住宅・エントランス、風除室の樹脂臭 ○ ○ ○ ○

10 集合住宅トイレの有機溶剤・芳香剤の複合臭 ○ ○ ○

11 集合住宅・エントランスホールの有機溶剤臭 ○ ○ ○

12 博物館・収蔵庫の燻蒸熱処理残存臭 ○ ○ ○

13 事務所・執務室の下水臭 ○ ○

14 事務所・空調機の魚臭 ○ ○

15 集合住宅・キッチンの汚水、樹脂の複合臭 ○ ○ ○

16 ケミカルフィルターから発生する臭気 ○ ○ ○

17 事務所ビルにおける不定期の臭気 ○ ○

18 事務所・床下の腐敗臭 ○ ○ ○

19 工場・床材の油臭および有機溶剤臭 ○ ○ ○

20 外部工事の影響による室内有機溶剤臭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



 ホテル  病院  店舗  事務所  学校  飲食店

 集会場  工場  住宅  その他 ）

 その他 ）

　①

　②

　③

　①

　②

夏季には建材からの化学物質の放散が特に多くなることから、工事中、工事後引き渡しまで充分な換気を行う。

【課題、留意点】

カウンター下など、密閉空間は化学物質濃度が高くなりやすいため、扉などの開放を行って充分に換気を行う。

建物用途

状　況

原因

室内について24時間換気を行った。

カウンター下の強制換気を行った。

消臭効果を持つ中性洗剤を用いて、人造大理石の表面および裏面の洗浄を行った。

【対応、対策】

ユニットバスカウンターからの樹脂臭

 前記の複合用途

事　例

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

臭気対策事例

（

（

引き渡し後、ユニットバス内で異臭がするとの訴えがあった。
調査時には、換気を行っており、臭気は弱い状態であった。

・ユニットバスカウンターの不飽和ポリエステル樹脂系の人造大理石から発生した臭気が異臭と感じられた。
・人造大理石のレジンコンクリート層の硬化が遅く、表層を中心に残存していた溶剤分(スチレン系溶剤)がごくわ
ずか揮発することで臭気となった。
・人造大理石からは、温度が30℃を超えるあたりから急激に化学物質の放散が増加する。施工、引き渡し時期が
夏季であったこと、カウンター下など密閉されていた部分にこもった状態になったことが原因であった可能性があ
る。

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

1



 ホテル  病院  店舗  事務所  学校  飲食店

 集会場  工場  住宅  その他 ）

 その他 ）

　①

　②

　③

　①

臭気対策事例

（

（

高齢者施設の浴室において異臭が発生し、現地調査により壁面タイルから鼻をつくにおいが確認された。

タイル接着に用いた接着剤（ウレタン系）に含まれている可塑剤（DINA）が、浴室の湿気および壁コンクリート中の
アルカリ成分の作用により加水分解され、可塑剤の原料である高級アルコールが発生した。

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

【対応、対策】

浴室タイル用接着剤の加水分解による異臭

 前記の複合用途

事　例

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

施工時点において接着剤の選定について注意する必要がある。

【課題、留意点】

建物用途

状　況

原因

チャンバー試験により現地で採取したタイル片からの放散物質を特定するとともに、接着剤中可塑剤の加水分解であること
を推定した。

当該接着剤メーカーへのヒアリング等により、使用可塑剤およびその原料アルコールを特定し、チャンバー試験により上記
タイル片からの放散物質と同じと断定。

現地対策として、同様な事象が発生しにくい接着剤にて全てのタイルを貼り替え。

剥がしたタイルの一部からのチャンバー試験結果（上）と、接着剤に使用されている可塑剤（アジピン酸ジイソノニル，DINA）の
原材料であるイソオクタノール異性体混合物のチャンバー試験結果（下）から、極めて酷似したピークが得られ、臭気の発生源
はタイルに使用した接着剤中の可塑剤が加水分解したものと特定できた。 

現場タイル チャンバー試験 

可塑剤原料 
（ｲｿｵｺﾀﾉｰﾙ異性体混合物） 

タイルおよび可塑剤原料におけるクロマトグラム 

チャンバー試験状況（タイル） 
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 ホテル  病院  店舗  事務所  学校  飲食店

 集会場  工場  住宅  その他 ）

 その他 ）

　①

　②

　③

　④

　①

状　況

原因

建材メーカーへの資料請求（SDS(Safety Data Sheet：安全データシート)や原材料、成分等を確認する。→施主支給のシー
トタイルおよび接着剤のため確認難航。）

施主支給等の施工実績等の確認が困難な資材は、試験施工等を行い事前確認を行う。

【課題、留意点】

建材からの放散物質調査（建材等の検査機関で建材からの放散物質を調査する。例えば、JIS A 1901（建築材料の揮発
性有機化合物（VOC）、ホルムアルデヒド及び他のカルボニル化合物放散測定方法‐小形チャンバー法）に準拠した方法
で建材からの放散物質を測定する。→施主支給のシートタイルおよび接着剤のため余剰材なし。）

風除室での空気質調査（風除室内の空気を捕集管等で採取し、空気中の化学物質を調査する。例えば、厚生労働省の
シックハウス（室内空気汚染）問題に関する検討会の方法に準拠した方法で風除室内の空気質を調査する。→健康影響
を考え、真っ先に問題視される指針値のある物質を調査したが、問題物質は確認できなかった。→指針値がある物質に問
題がないことが判明し、それ以上の調査不要と施主が指示。）

竣工が近づいても臭気は低減せず、シートタイルを変更した。

臭気対策事例

（

（

竣工間際のショッピングセンター風除室において、シートタイル仕上の床由来と考えられる臭気が発生している。
健康影響の確認および臭気物質の特定が必要。

【対応、対策】

ショッピングセンター・風除室の樹脂、有機溶剤の複合臭

 前記の複合用途

事　例

施主支給のシートタイルおよび接着剤と考えられる。

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

　　　　 風除室での空気質調査状況

建物用途
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 ホテル  病院  店舗  事務所  学校  飲食店

 集会場  工場  住宅  その他 ）

 その他 ）

　①

　②

　①

　②

臭気対策事例

（

（

事務所ビルの新築工事において、先行して工事を行ったモデルルームにおいて異臭がするとのクレームを受け
た。
現地確認の結果、臭気が確認でき、床仕上げがタイルカーペットであったため2-エチル-1-ヘキサノールが原因
物質として考えられた。

原因物質としては、2-エチル-1-ヘキサノールが考えられ、室内の2-エチル-1-ヘキサノールの測定結果から、

気中濃度620μg/m3、タイルカーペットと下地間の濃度2900μg/m3と嗅覚閾値の67μg/m3を超えており原因物
質とし推定した。
しかしながら、下地は工場生産されたフリーアクセスフロアであり、後日調査した含水率も4％未満であったため、
一般的に考えられる下地材の水分による加水分解が原因とは考えにくかった。

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

【対応、対策】

事務所・床材のアルコール臭

 前記の複合用途

事　例

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

水分との反応による二次的な発生以外に、材料自身に含まれる2-エチル-1-ヘキサノールが原因でクレーム発生すること
がある。

【課題、留意点】

調査した範囲では、国産品からの2-エチル-1-ヘキサノール放散は少ないが、海外製はばらつきがあり、多く放散するもの
がある。

建物用途

状　況

原因

各種タイルカーペット単体の2-エチル-1-ヘキサノール測定結果から、未使用状態でも高濃度に放散する場合があること
を確認。

未使用条件で2-エチル-1-ヘキサノール放散の少ないタイルカーペットに仕様変更した。

表1 試験材料 表2 2-ｴﾁﾙ-1-ﾍｷｻﾉｰﾙ放散速度、ﾁｬﾝﾊﾞｰ内濃度 

試験体 生産国 使用状況 放散面 

A-1 海外製 未使用品 裏面 
A-2 海外製 使用品 裏面 
B-1 海外製 未使用品 裏面 
B-2 海外製 未使用品 表面 
C 海外製 未使用品 裏面 
D 日本製 未使用品 裏面 
E 日本製 未使用品 裏面 
F 日本製 未使用品 裏面 

 

試験体 
放散速度 

（µｇ/（ｍ2ｈ）） 
チャンバー内濃度

（µｇ/ｍ3） 

A-1 588 1600 
A-2 955 2600 
B-1 141 385 
B-2 114 310 
C 310 845 
D 72 195 
E 105 285 
F 68 185 
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 ホテル  病院  店舗  事務所  学校  飲食店

 集会場  工場  住宅  その他 ）

 その他 ）

　①

　②

　③

　④

　①

　②

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

2-エチル-1-ヘキサノール試薬と現地タイルカーペット裏面臭気が同様であることを施設管理者と確認。

【課題、留意点】

原因

室内空気環境測定を行い、クレーム場所の方が2-エチル-1-ヘキサノールの濃度が高いことを確認。

タイルカーペットに使用された可塑剤が加水分解して派生した2-エチル-1-ヘキサノールが原因物質として推定
された。

状　況

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

床材の変更を提案（実施には至らず）。

【対応、対策】

事務所・エレベーターホールのアルコール臭

 前記の複合用途

事　例

建物用途

当面の措置として、窓開け換気を提案。

 運用（使用法、維持管理）

通常の測定では、トルエン換算値で示されることも多く、その場合は分析条件により値が異なることに注意が必要である。

臭気対策事例

（

（

事務所ビルのエレベータホールにて、竣工直後より異臭があるとクレームが発生した。
現地確認の結果、移住は特定の階のみで発生しており、臭気が確認できた場所の仕上げは、エレベータホー
ル、隣接する廊下ともタイルカーペットであった。

公益社団法人におい・かおり環境協会より2-エチル-1-ヘキサノールの嗅覚閾値が76μg/m3と報告されている。

表1 検出された上位5物質濃度 

＊：トルエン換算値の濃度を示す 

  ＊＊：本測定条件における嗅覚閾値（トルエン換算値）は 46μg/m3 

 化学物質濃度（μg/m3）＊ 

 エレベータホール 廊下 エレベータホール 

 クレームあり クレームあり クレームなし 

1-ヘプタデカン 147 165 175 

2-エチル-1-ヘキサノール＊＊ 48 63 27 

トルエン 22 27 16 

テトラデカン 23 26 13 

1-ノナデカン 16 23 20 
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 ホテル  病院  店舗  事務所  学校  飲食店

 集会場  工場  住宅  その他 ）

 その他 ）

　①

　②

　③

　④

　①

　② スチレンに対する個人差の影響もクレーム発生の一因とも考えられた。

原因

排気ファン設置による換気量の増大、空気清浄機の設置

各種建材からのスチレン放散量の測定と、その結果に基づく代替え材の選定

 運用（使用法、維持管理）

【対応、対策】

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

ポリ合板からメラミン化粧板、シナ合板への変更工事

竣工時の室内空気質測定結果からはスチレン濃度は嗅覚閾値未満であったが、室中央での測定で濃度むらの可能性があ

【課題、留意点】

臭気対策事例

（

（

竣工直後の大学研究室において異臭クレームが発生。
現地確認の結果、造り付け家具から臭気発生しており、材質はポリ合板であった。

工事後、スチレン濃度測定により、濃度低下を確認

 前記の複合用途

事　例

建物用途

ポリ合板から発生したスチレンが原因物質として推定され、チェンバー試験により対象材料からのスチレンの放散
を確認した。

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

大学研究室・収納家具のスチレン臭

状　況

0 100 200 300 400 500

F-2
F-1
E-4
E-3
E-2
E-1
D-1
C-1
B-4
B-3
B-2
B-1
A-5
A-4
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A-2
A-1

ｽﾁﾚﾝ放散量（μg/㎡h）

14日目

1日目

ポリ合板

メラミン化粧板

シナ合板

シナ合板

0 100 200 300 400 500

F-2
F-1
E-4
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E-2
E-1
D-1
C-1
B-4
B-3
B-2
B-1
A-5
A-4
A-3
A-2
A-1

ｽﾁﾚﾝ放散量（μg/㎡h）

14日目

1日目

ポリ合板

メラミン化粧板

シナ合板

シナ合板

図1 材料からのスチレン放散量測定結果 

表1 室内スチレン濃度の推移 

 室内濃度 嗅覚閾値 3） 

クレーム発生時 90μg/m3 0.02ppm 

0.035ppm 

換気処理後・建材交換前 40μg/m3 0.01ppm 

建材交換直後 検出限界以下 検出限界以下 

交換 1 ヵ月後 検出限界以下 検出限界以下 

交換 4 ヵ月後 検出限界以下 検出限界以下 
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 ホテル  病院  店舗  事務所  学校  飲食店

 集会場  工場  住宅  その他 ）

 その他 ）

　①

　②

　③

　①

　② 臭気吸着シートの設置も有効であるが数週間で交換が必要である。ベニヤ板のように深部から臭気を発生している場合、
数週間程度臭気吸着シートを使用しても撤去後は再度臭気が発生することもある。

対策として洗面室や押入れ等収納部など、湿度が高くなると予想される部位には主に化粧板を使用し、無塗装のベニヤ板
を出来るだけ使用しないほうがよい。

塗装したベニヤ板や化粧板は使用する前にＳＤＳ（製品安全データシート）を取り寄せて、ホルムアルデヒド以外に化学物
質が含まれていないか確認し、水に溶けて放出しやすいＶＯＣ（アルコール類、ケトン類など）も確認する。こういった物質
が湿度の高い場所では異臭の原因となることがある。

建物用途

状　況

原因

対応策として戸袋ベニヤ面に臭気の封止塗料を塗布した(写真1)。簡易式VOC測定器の数値が室内と同等になり、居住者
からのクレームがなくなった。

封止塗料(アクリルエマルジョン樹脂塗料)の塗布は効果的であるが、つやが発生するなど風合いが変わる場合がある。

【課題、留意点】

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

【対応、対策】

集合住宅洗面所引き戸の木材臭

 前記の複合用途

事　例

梅雨時や夏場など湿度が高い時期が長期間続くとベニヤ板の深部にまで水蒸気が浸透しやすく、ベニヤ板深部
からの水分蒸発時に「木材臭」が拡散して放出したものと思われる。木材臭とは水道水質基準法などで呼ばれて
いる植物性臭気(悪臭)である。

【参考図、写真等】

○封止塗料の一例

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

臭気対策事例

（

（

・竣工後約6年経過したマンションで、木製の洗面室引き戸の戸袋内から悪臭がするという居住者からのクレーム
があった。居住者からは、臭気は梅雨時期や夏場に強くなるという指摘があった。
・戸袋内にはベニヤ板が使用されており、簡易式VOC測定器にて戸袋内を測定したところ、ベニヤ板表面にて高
い数値を示し臭気が発生していることが確認された。

写真1: 封止塗料の一例 
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 ホテル  病院  店舗  事務所  学校  飲食店

 集会場  工場  住宅  その他 ）

 その他 ）

　①

　②

　①

躯体の清掃・内装材の更新

建物用途

状　況

原因

サッシ廻りの断熱材を除去後、ウレタン系断熱材で改修

臭気成分を特定していないため、サッシ廻りの具体的な建材の何の成分が臭気の発生源になったかは明確に出来ていな
い

【課題、留意点】

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

【対応、対策】

個人住宅オーディオルーム内の臭気

 前記の複合用途

事　例

・内装材のリストからは臭気を発生させる成分は特定できなかった。
・内装を全て撤去し、撤去した内装材・躯体表面を確認したが、臭気の発生源となるような建材は確認できなかっ
た。
・サッシ廻りで臭気を強く感じたため、サッシ廻りの断熱モルタルの成分が原因と推定された。
　（ただし、どのような成分が発生していたかは、臭気成分分析を行わなかったため、特定できず）

【参考図、写真等】

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

臭気対策事例

（

（

RC造の個人住宅内で，冬季・梅雨期にオーディオルーム内で臭気が生じる。
セラミック系臭気センサによる計測の結果、一般の事務所内に比べて該当する部屋の臭気成分がかなり多く検出
され、隣接するリビングルームまで臭気が達していることを確認した。

臭気測定結果一覧 

計測箇所 床面積

重分子量成分
(アセトアルデヒドなど)

軽分子量成分
(アンモニア・ホルムアルデヒドなど) m2

オーディオルーム 977 2685 10

リビングルーム 902 1830 30

当社本社オフィス 450～550 1200～1350 200

※センサの仕様上正確な成分は検出できない

臭い成分計測結果
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 集会場  工場  住宅  その他 ）
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　①

　②

③

　①

　②

現場にて試料を採取し、異臭原因物質の特定を行ったが、異臭発生から時間が経過しており、原因物質の特定には至ら
なかった。

高温高湿度環境における異臭原因物質の挙動の解明

【課題、留意点】

気密性の高いエントランスにおいては、換気設備の運転・励行に留意する。

対策としては、換気の励行に努め、気密性の高い場合は、強制換気が有効である。

本事例では、梅雨時を中心に異臭が発生したが、換気の励行と時間経過とともににおいは低減し、一年後に異臭の発生
はなかった。

【対応、対策】

集合住宅・エントランス、風除室の樹脂臭

 前記の複合用途

事　例

・調査した12月時点では異臭は低減し、換気の励行によって異臭が低減。
・異臭発生部位は、乾式タイル壁と推定されたが、調査時には壁の臭気が減衰し原因確認できず。
・メーカー技術資料より、使用建材の成分には、異臭原因物質は確認されなかった。
・追跡調査により、弾性接着剤（変性シリコーン・エポキシ樹脂系）の硬化反応において、接着剤に含まれる低級
脂肪酸類の不純物（副産物）がタイルに吸着し、特に高温高湿条件において、タイルから再脱離することが異臭
原因となることがあることがわかった。

建物用途

状　況

原因

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

臭気対策事例

（

（

・新築集合住宅において、夏期に風除室・エントランスで異臭が発生（明確な発生時期は不明）。
・12月には臭気が減り、換気を励行し、臭気問題は自然解決。

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

〈小形チャンバーを用いた 
 現場採取サンプルのガス分析〉 

 現場採取試料 閾希釈倍数注） 嗅覚閾値 

プロピオン酸 0.0002 ＜1 0.0057 
ノルマル酪酸 0.0001 ＜1 0.00019 
ノルマル吉草酸 0.0001 3 0.000037 
イソ吉草酸 0.0002 ＜1 0.00078 
イソ酪酸 0.0007 ＜1 0.0015 

臭気濃度 130   
臭気指数 21   
臭質 樹脂様臭   
TVOC（μg/m3） 814   

注；閾希釈倍数とは、実測濃度を嗅覚閾値で除した値であり、その単成分がにおわなく

なるまでの希釈倍数を示す。すなわち、単成分ごとの臭気濃度相当値となり、臭気

濃度全体への寄与を確認することができる。 
 

現場採取試料のにおい分析結果（単位：ppm） 
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 ホテル  病院  店舗  事務所  学校  飲食店

 集会場  工場  住宅  その他 ）

 その他 ）
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　②

　①

臭気対策事例

（

（

住戸内トイレにおいて、換気扇を回し続けても臭気が減少せず、逆に有機溶剤系の異臭が発生してくる。

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

【対応、対策】

集合住宅トイレの有機溶剤・芳香剤の複合臭

 前記の複合用途

事　例

吊戸棚用接着剤、壁紙用接着剤、トイレ用芳香剤の複合臭気と考えられる。

建物用途

状　況

原因

壁紙の張替え、脱臭剤の設置

マスキング用の芳香剤が他の臭気成分と複合することにより、不快臭となる場合があるため、その使用は慎重とすべき。

【課題、留意点】

住まい方として、芳香剤を使わない、無臭タイオウのトイレットペーパーを使用するなどを提案。
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 集会場  工場  住宅  その他 ）
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　①

　②

　①

　②

臭気判定士により調査し，特に問題となるような臭気ではないことを確認した。しかし，それでも対応を求められた。

臭気の指摘に対しどこまで対応すべきか (臭気判定士による評価・説明でも納得していただけなかった)。

【課題、留意点】

工事時の管理不足が原因であり，この程度でも臭気の問題となることの認識が必要。

施工担当者の再チェックの結果，床のタイルの接着剤に屋外仕様のものが使われていたことが判明し，是正した。

【対応、対策】

集合住宅・エントランスホールの有機溶剤臭

 前記の複合用途

事　例

床のタイルの接着剤に，屋外仕様のものが使われていたことによるものと考えられる。
正確な原因は特定できなかったが，上記の是正で臭気の指摘はなくなった。

建物用途

状　況

原因

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

臭気対策事例

（

（施工管理

集合住宅(寮)のエントランスホールで，特定の方から臭気の指摘がなされた。
その方以外には特に指摘はなく，臭気が問題とは感じてはいなかったようである。

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

断面詳細図 
エントランスホール写真 
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 集会場  工場  住宅  その他 ）
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　①

　②

　③

　①

　②

臭気対策事例

（博物館

（施工管理

 竣工間際の博物館施設で，全館で異臭がするようになった。
 施主側から指定された収蔵庫の什器に，燻蒸熱処理した木製部材が使用されており，その設置後から臭いだし
た。

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

【対応、対策】

博物館・収蔵庫の燻蒸熱処理残存臭

 前記の複合用途

事　例

臭気の放散源は，収蔵庫の什器の木製部材。
その臭気が，空調換気設備の試運転中であったために全館に広がり問題となった。

建物用途

状　況

原因

什器メーカーからのSDS等の情報から，有害ではないこと，アンモニア等による収蔵物への影響も無いことを確認。

什器・家具類は，施主指定の類であっても，実際に確認し問題を予測すべき。

【課題、留意点】

空調設備の施工会社は，建築工事の問題との認識であり，フィルターの交換などの設備側の対策には協力してもらえな
かった。設備別途工事の場合，共同で解決に当たれるような環境が望まれる。

空調設備の施工会社に，外気の導入量を多くし，できれば全外気で運転することを依頼。

学芸員とも協議の上，換気に留意しながら使用することで了解を得た。

収蔵庫内部 
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臭気対策事例

（

（

リニューアル工事（内装工事＋上層階増設等）を実施した某オフィスの特定フロアの執務室において、不定期に
下水臭が発生するという現象が起きた。

既設の雨水排水管の防臭トラップに不具合があり、雨水排水口から「硫化メチル」などの硫黄化合物を含む下水
臭が発生した。リニューアル工事で新設した空調機系統の外気取入口と、雨水排水口の距離が近く、発生した下
水臭を建物内に取り込んでしまったことが原因であった。

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

【対応、対策】

事務所・執務室の下水臭

 前記の複合用途

事　例

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

リニューアル工事で、工事対象外の設備配管等においても、不具合の確認が必要な場合がある。

【課題、留意点】

建物用途

状　況

原因

現地調査、臭気分析（定性・定量）を実施し、下水臭の原因と考えられる「硫化メチル」などの硫黄化合物を検出した。

臭気センサを用いた調査結果等から、当該フロアの空調機系統の外気取入口近傍で、雨水排水口から硫黄化合物が発
生していることを確認した。

下水道局と対応を協議し、防臭トラップの設置対策を行い、問題が改善した。

雨水排水口における臭気サンプリングの様子 
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【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

グラスウール材料の保管養生方法に配慮する。

化学反応のメカニズムの解明。反応のトリガーとなったと推測される酸性物質（酢酸類）の低減、枯らし養生対策の検討 ほ
か。

【参考図、写真等】

【対応、対策】

現地調査および臭気分析（定性・定量）を実施し、魚臭の原因物質として、「トリメチルアミン」を閾値以上の濃度で検出し
た。

サンプルを用いた再現試験を実施し、グラスウールを湿潤させた状態で、「トリメチルアミン」が発生することを確認した。

空調機を設置した天井内空間のオゾン脱臭を実施し、臭気の低減を確認した。

【課題、留意点】

状　況
某オフィスの執務室において、空調機稼働時に魚臭い臭気を発するという現象が起きた。空調機は新品に交換
して1ヶ月程度の状態で、天井埋め込み式のダクト型パッケージエアコンを採用しており、ダクトにグラスウール製
品を使用していた。また、空調機には、気化式の加湿器が内蔵されていた。

原因

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理） （

グラスウール製品（グラスウールをフェノール系樹脂結合剤（バインダー）13％未満で成型した製品）から化学反
応により発生したアミン類の臭気が原因であった。グラスウール製品の製造工程上で残存したアミノ基が、湿潤な
状態で長時間放置されたため、含有成分の一部が化学反応（溶解・または分解）して、アミン類が発生したと考え
られる。

臭気対策事例

事　例 事務所・空調機の魚臭

建物用途
 前記の複合用途 （

サンプルを用いた再現試験の様子 

 
Trimethylamine 

ダクト用グラスウール製品を湿潤状態で保管した際に 
発生した臭気のガスクロマトグラフ分析結果 
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【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

■発生状況概要
施工不良による「たわみ」部に汚水が滞留・放置　→　軟質塩ビと反応？　→　異臭発生　→　建材に吸着・再放散

軟質塩ビからの異臭事故は他でも発生しているが再現できていない。

【課題、留意点】

建材に付着した異臭の効果的な再放散抑制手法がない。

・賃貸物件で、元の入居者が退出した後、１ヶ月程度期間が空いていた。
・キッチンオーバーフロー管にたわみがあり、排水が滞留していた。
・滞留水が軟質塩ビと反応して異臭が配管面より発生したと推測される。

異臭発生源（軟質塩ビ）の撤去・交換

キャビネット内へヤシガラ活性炭（2kg）設置し、約１ヶ月半でキャビネット内のにおいセンサー指示値が20から16に減少

小形脱臭装置（オゾン発生器）を設置し、残臭が気になる場合は入居者が必要に応じて運転

【対応、対策】

残存する異臭対策として、オゾン水洗浄、オゾン噴霧による壁面に付着した異臭の洗浄、分解

集合住宅・キッチンの汚水、樹脂の複合臭

 前記の複合用途

事　例

建物用途

状　況

軟質塩ビは排水管に用いず、オーバーフロー管は排水が管内に滞留しないよう施工する。

臭気対策事例

（

（

・賃貸物件で新規入居者からキッチン収納内で異臭がするとのクレーム。
・現場確認で、異臭発生源は、キッチンオーバーフロー管（管壁）と推測された。
・オーバーフロー管を撤去したが、収納内壁面から臭気が発生（吸着したにおいの再放散と推測）。

原因

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

〈シンク内面〉 〈シンク上面〉 

〈オゾン噴霧〉 

たわみがあると汚水が滞留 
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臭気対策事例

（教育文化施設

（

某美術館において、竣工直後から展示室でヨーグルトのような酸っぱい臭いが発生した。

展示室の空調系統にはアルカリ除去ケミカルフィルターを使用し、空調機を稼働していた。
このケミカルフィルターは有機物を物理吸着させる活性炭と酸性の官能基（ＳＯ３Ｈ基）を用いてアンモニアを化
学吸着させるイオン交換型の２種類の機能を持つ，繊維状プリーツタイプのケミカルフィルタである。ケミカルフィ
ルタは使用後間もないため破過はしていなかった。
竣工直後によく見られる塗料や接着剤に含まれる酢酸エチル等のエステル類が室内に多かったとみられ、酢酸
エチル→酢酸+エタノール等エステルの加水分解が異臭の発生原因とみられる。

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

【対応、対策】

ケミカルフィルターから発生する臭気

 前記の複合用途

事　例

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

毎回起きるわけではなく、竣工直後ある特定の条件が重なると起こるようである。

【課題、留意点】

ケミカルフィルターの選定には注意を要する。フィルタメーカーに確認を求める、専門家の助言を求めることが望ましい。

建物用途

状　況

原因

脱臭業者は床フローリングから発生するアミン臭が原因と断定し、オゾン脱臭を行ったが全く効果がみられず。

空調機を停止すると臭いが無くなるので、フィルタからの発生を疑った。詳細調査の結果、ケミカルフィルターが原因と判
明。

ケミカルフィルターの使用を中止し、空調機から取り外したところ臭気の発生はなくなった。

表-1 ケミカルフィルター有無による室内臭気濃度 

図-1 ケミカルフィルター有無による室内VOC 

図-2 『ニオイ識別装置』による主成分分析結果 
（距離が近いと臭気が似ている） 
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臭気対策事例

（

（都市部の暗渠

某事務所ビルにおいて、突然、不定期に臭気が発生したとの問い合わせがあった。臭気自体は、特に強くなく、
複数の執務者からのクレームであった。

自治体が、都市部の暗渠管理のため、定期的に暗渠内に注水していたが、この定期注水の周期を変更したた
め、周期発生の時間帯が変わったことが原因であると判明した。

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

【対応、対策】

事務所ビルにおける不定期の臭気

 前記の複合用途

事　例

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

不定期の低濃度臭気に対し、執務者の主観は個々人で異なるので、正確な現状把握が非常に困難である。

【課題、留意点】

建物用途

状　況

原因

不定期な臭気発生であり、臭気の特性を掴むことが非常に困難であった。施主に、テドラーバッグを預け、臭気発生時に
臭気の捕集を依頼する等の方策を試みた。

今回の臭気が、建物内から発生したものでなく、外部からの原因であることを施主に説明した。

外調機の空気取り入れ口等の変更で対処した。
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 ホテル  病院  店舗  事務所  学校  飲食店

 集会場  工場  住宅  その他 ）

 その他 ）

　①

　①

臭気対策事例

（

（津波

津波で浸水したプレハブの床下からの腐敗臭が発生している。

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

【対応、対策】

事務所・床下の腐敗臭

 前記の複合用途

事　例

床下に堆積している土砂等には海藻等の有機物質が大量に含まれており、これらの腐敗臭と考えられる。

建物用途

状　況

原因

床材を一度撤去し、消毒及び殺虫効果のある消石灰を全面に散布。

時間及び費用に余裕があるなら、床下土壌の置換又は床下の機械的強制排気の設置が望ましい。

【課題、留意点】
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リニューアル工事では、建物の以前の用途を確認し、一般的な居室用途と異なる場合は事前に化学物質汚染や臭気の有
無について調査を行っておく必要がある。

【課題、留意点】

竣工後すぐに入居される場合が多いため、接着材等VOCを放散する材料については、十分に注意を払う必要がある。

建物用途

状　況

原因

床スラブに染み込んだ油の揮発を抑えるため、スラブ面にエポキシ塗床材を施工した。

OAフロアの設置に無溶剤系接着剤を使用した。

空調機に活性炭系吸着フィルターを設置し、室内の臭気を低減した。

【対応、対策】

工場・床材の油臭および有機溶剤臭

 前記の複合用途

事　例

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

臭気対策事例

（

（用途変更に伴う事前調査の不足

　工場として使用されていた建物をオフィスに改修した。改修に伴い床吹き出し式の空調を採用した。
　竣工後約2か月経過しても室内に異臭があり、入居者に体調不良を訴える人がでてきた。

　異臭の主な原因は改修前の工場の時代に、床スラブに染み込んだ油の揮発であることが明らかになった。
　床吹き出し式の空調の採用により、床の臭気が以前に増して室内に拡散・充満した。
　さらに、上階スラブからも揮発した臭気が天井裏に充満していた。
　油の他にOAフロアの接着剤からも揮発性有機化合物の発生が認められた。

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

図１ 対策前後のTVOC濃度測定値 

図２ 空調機吸着材フィルターの効果(室内TVOC濃度の比

0 500 1000 1500

対策後

対策前

濃度(μg/m3)

0 100 200 300 400 500 600

フィルター設置
フィルター設置
フィルター無し

濃度(μg/m3)
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臭気対策事例

（

（外構工事

・ 室内濃度測定のVOC測定において、トルエンが厚生労働省指針値を大きく上回り、指針値の3～10倍以上に
もなった。測定方法はパッシブサンプラーによる24時間採取であった。
・ 同じ建物内でも窓やベランダがある部屋が特にトルエンが大きくなった。外部に面していない部屋は、トルエン
は指針値以下であった。このとき、建物に面した駐車場ではアスファルト舗装が実施されていた。

 建築材料（内装材、仕上げ材）  建築設備（設備機器、配管類）

 運用（使用法、維持管理）

【社団法人日本建設業連合会　化学物質対策専門部会】

【参考図、写真等】

【対応、対策】

外部工事の影響による室内有機溶剤臭

 前記の複合用途

事　例

・ VOC測定時にアスファルト舗装を行ったことにより、アスファルト上記に含まれたトルエンが、通気口などから室
内に侵入して室内濃度が高くなったものと考えられる。
・ アスファルトは石油精製の残渣で作られたものであり、芳香族炭化水素が含まれている。芳香族炭化水素は、ト
ルエンのほかキシレン、スチレンやエチルベンゼンなどもふくまれる。その物質が同じような現象を起こすことも考
えられる。
・ 窓を閉めていてもこれらの物質は室内に流れ込む。測定のため締め切った室内は空気が滞留し一度はいりこ
むと長時間滞留する。
・パッシブサンプラーの場合は、採取時間が8時間以上と長いため、室内に流れ込んだ濃度が薄くてもこれらの影
響が大きくなる可能性がある。

建物用途

状　況

原因

アスファルト工事が終わった後、室内を十分換気し簡易測定(検知管など)で事前にトルエン濃度を測定し、 簡易測定のト
ルエン値が指針値よりも低減したことを確認してから、パッシブサンプラーによる再測定を行った。

アスファルト防水工事や塗り床工事、貯水槽の防水施工、耐火塗料なども同等の考慮が必要である。

【課題、留意点】

仕上げに布クロスやカーペットなどを使用している場合や布貼りの家具などがある場合は、取り込んだアスファルト臭気がこ
れらに吸着する場合もある。この場合はVOCを吸収するシート材の設置や加温によるベイクアウトが必要となる場合もある。

建物周囲のアスファルト臭気が高い場合は室内のＶＯＣ測定を行わない。工程を確認して、測定のスケジュールを立てる。

アスファルト舗装中は、窓明け換気を行わない。また全熱交換器などの室内空調により臭気が入り込む可能性もあるため、
作動させないようにする。

写真1;パッシブサンプラーでのVOC測定 
外構工事でアスファルト舗装中に室内VOC測定を実施しない 
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